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〔Ｉ〕次の文の（１）～（ｌｏ）・こ入れるのに最も適当な語句を下記の語群から遍
び，その記号をマークしなさい。ただし，（８〉～（１０）にはアラビア数字

が入る。

（１）図法で描かれた地図では世界のどの地点であっても。脆卜の任憲の２

点を直線で結ぶと２点間の舵（２）が得られる，そのために１６世紀末以来長

く海図などに利用されてきた。この図法は，地球の中心に視点をおいて（３）

で地球に接する円簡形のスクリーン９投彫する円簡図法の一つである。

（１）図法で描かれた地図では，地球と円簡が接する（３）付近について

は（２）だけでなく，央用上は距離や面積も正しく衰されているとみなして良

いほどである。その点に着目’して。（１）図法の創案から２世紀を隔てて，ラ

ンペルトは横（１）図法を開発した。この名称のうちの「横」は，投影される円

簡が，図□こ見られるように，（１）図法の円簡に対して垂直方向になってい

ることを意味し，横（１）図法の円簡は（４）繍に接する。，円簡を任意の
Ｓ
（４）線に接することができるから，図１のように地球をいくつかの比鮫的狭

い（４）度幡に分飼してゆけば，全地球にわたって。正しい（２），距離。

面 積 を 示 す 地 図 を 作 製 す る こ と が で き る 。 ｆ

日本では明泊時代以来，縮尺の大きい地図には（５）図法が使われてきた。

この図法で作製された隣り合う大縮尺地図をつないでゆくと（５）で球面に接

して地球を覆うことができる。言い換えると，（５）図法で作製された地図は

平面でつなぐことができない。これに対して，前述の横（１）図法では。図２

に見られるように隣り合う地図をつないでもすべて同一平面上に展開できるよう

に工夫されている。つまりは，直交座標軸を股定することができ，地図上のいか

な る 地 点 も （ ｚ ， ｙ ） 座 佩 で 表 す こ と が で き る の で あ る ゜ １

国土地理院から現在発行されている縮尺の大きい地図は，１９６０年代には

（５）図法に代わって横（１）図法での作製が開始された。５千分の１など

の国土基本図については日本国内に限定された平面直角座標系が採用され，２

万５千分の１などの（６）。そして北海遭を除く２０万分の１の地身図につい
Ｓ

ては（７）横（１）座標系が採用された。いずれの座標系もランペルトが考
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図 １ こ の 図は検（１）図法と（７）横（１）図法の円筒と地球との閥係を棋

式的に示したものである。

Ｎ

Ｓ

図２この図は図１の陰彫都の展開図を模式的に示したものである。陰影部の彫らみ

などもかなり誇張されている。
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案した横（１）図法からさらに工夫されたものである．ランベルトは地球表面

を 球 面 と して 扱 っ た が， 現 在 使 用 さ れて い る 平 面 直 角 座 標 系 や （ ７ ） 横

（１）座標系では，より地球表面に近い回転＆Ｍ体面として扱われている。こ

の胃座標系では数学者ガウスとクリューゲルによって球面と同様の等（２）が

実現されているのである。

（７）横（１）図法は，図□こ見られるように極付近を除いて地球全体を

（４）度にして（８）度幡で６０の南；北に総長い帯（ＵＴＭソーン）に区切り，

このそれぞれのＵＴＭソーンごとに，その中央に位置する中央（４）線にほ

ぽ接する円筒スクリーンに投彫するものである。このソーンは西（４）１８０度

繍から東へ（８）度ごとにソーン１．ソーン２．…というように命名されてい

る。

（６）それぞれは，それが属するＵＴＭソーン内のコード番号を持ってい

る。関西大学千里山キャンパスが掲職されている２万５千分のｌ（６）「吹田」

図幡のコード番号は．ＮＩ-（９）-１４-８-３である。「吹田」図幅の図郭北西隅及

び南東隅の地理座標値はそれぞれ（３４°５０’００’Ｎ，１３５°３０’（Ｘ）″Ｅ）。（３４’４５’｛Ｘ｝″Ｎ，

１３５‘３７’３０″Ｅ）である（旧測地系）｀。コード番号の最初のＮは北半球を意味する。

このＮの次のＩは（３）に最も近い緯度帯をＡとして極方向に（１０）度ご

とにアルファベットを進めた結果である。（９）はＵＴＭソーン番号にあ

たっている。
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〔ＩＩ〕禰；のｔＡ｝ヽ○の各文は世界の主要な宗教や言語集団について述べている．文中の
（１）～（１０）に入れるのに最も適当な語句を下配の罷群から選び．その記

号をマークしなさい．

㈲世界三大宗教のーつであるイスラム教は，大きくは（１）派とシーア派と

に分かれる。シーア派は主に西アジアに分布し，中でも（２）に最も多くみ

１られる。北アフリカにもイスラム教徒が多く。彼らの大部分は（３）語族で。
（１）派に属する。

（Ｂｊインドで生まれた仏教の東方への伝播には，辨ルートと北ルートとがある。

隋ルートをたどった仏教は（４）仏教と呼ばれ，戒律が重んじられている。

他方，北ルートをとった仏教は（５）仏教と呼ばれ，一切衆生の救済を拠り

所としているといわれる。

○オーストロネシア晒は（６）・ボリネシア晒と呼ばれることもある。この

系統の言語を話す集団は，西はマダガスカル島から，東は（７）東部に至る

広い繩囲に分布する。大別して，この語族の中で最も多く用いられている言厨

は（６）語で，インドネシアやマレーシアで用いられている。

○ ’（８）＝アルタイ語族は。-ラシア大陸に広く分布する言語集団である。
゛（８）語族はおおむね同大陸の北の方に片寄って分布するが，ドナウ川中流

域に位置する東ヨーロッパのある国で用いられている（９〉語も（８）系

の言晒である。アルタイ難語は，東シペリア，モンゴル，中央アジア，そして

アジアの西端部に位置する（１０）などに広く分布する。

（冊群）

Ｃ ア ） Ｉ 拝 火 仔 ） ト ル コ 吻 バ ー レ ー ン 図 ガ ン ダ ー ラ

哨 大 乗 ゛ 吻 マ レ ー 哨 タ ガ ロ グ （ ク ） オ セ ア ニ ア

ｔ ケ １ 浄 土 吻 ウ ラ ル 朗 コ ー ラ ン ｔ シ う カ ナ リ ア 諸 島

側 バ ル ト 吻 バ ン ツ ー （ ン リ ブ ル ガ リ ア 吻 大 ス ン ダ 列 鳥

哨 イ ラ ク 帥 ド ラ ｜ ビダ ㈹ ウ ク ラ イ ナ ｛ ト ｝ 上 ｜ 摩 （ 卜 廊 ｜ 鄙 ）

け う イ ラ ン 倒 ク メ ー ル （ ヌ ） オ ース ト リ ア 俐 ス ン ニ ー （ ス ン ナ ）

Ｃノ）セム・ハム（アフロ・アジア）川ハンガリー（マジャール）

- ４ -


